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近畿大学商経学叢

『商経学叢』の発行は、昭和27年3月 における大学

院商学研究科商学専攻修士課程の設置 を契機にしてい

る。すなわち、このモメンタムに際 して、昭和24年 に

発足していた当時の商学部の専任教員を中核とした「近

畿大学商経学会」が結成され、これの機関誌として 『商

経学叢』が、昭和27年12月1日 に創刊されたからである。

発行母体である 「近畿大学商経学会」は、商学部か

ら昭和28年3月 に新設された商経学部に引 き継がれて、

商経学部の専任教員の 「商学、経営学、経済学に関す

る調査研究及びその成果の発表 を目的とする」(商 経

学会規約第3条)た めに、『商経学叢』は、創刊以来原

則として年3回 刊行 し、現在に至っている。その間に、

近畿大学創立30周 年記念論文集(昭 和30年11月)と 近

畿大学創立45年 記念論文集(昭 和46年3月)を 発行 し

ている。

ある調査(松 本幸一 「大学紀要試論」『PINUS』22、

1987)に よると、大学紀要が隔年に刊行、または不定

期刊行、不明 というのが、合計で22.5%も 存在すると

いう。さらに、社会科学系の分野での大学紀要は、学

会誌や協会誌 よりも、調査 ・研究の発表機関としての

役割の比重が、極めて大きいという調査結果 をも紹介

している。

こうした点、『商経学叢』が創刊以来年3回 のペース

で発行されてきたことは、大学当局 と商経学部の教員

の熱意と努力によるものであることが理解されよう。

さらに、今後商経学部が商学 ・経済学 ・経営学の複合

学部としてのユニークな研究 ・調査結果を広 く公開し

てい くために、『商経学叢』が果たす役割は、今後益々

重要になるものと予想される。

昭和63年 度より、『商経学叢』は、従来の判を大型に

し、装丁を改め、目次を表紙に呈示することを予定 し

ている。しかしながら、このような変更にもかかわらず、

『商経学叢』の商経学会の機関誌としての性格は不変

である。さらに一層の充実を図るために、多 くの方々

からのご教示 ・ご支援をいただきたい。

(編集委員 ・平井聖司)
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